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Abstract
The word order in Spanish is said to be partly determined by the 
information structure of the sentence. This paper investigates the 
relation of the word order and the intonation in Castilian Spanish 
from the informative point of view (old/new information). Fifty 
simple utterances taken from a radio Spanish language program 
were classified into seventeen types of the word order according 
to their basic syntactic patterns. In addition to this classification 
the intonational patterns of those utterances were described using 
Sosa’s intonation model. From the result of these analyses we have 
obtained two findings: if an utterance with unmarked word order 
does not contain a word that conveys new information in the final 
position, (1) it tends to be split into two or more melody groups ; (2) 
the word with new information tends to be realized with H*+H.
1　序
一般に、日本語が SOV 型の言語に分類されるのに対し、スペイン語は
英語と同様に SVO 型の言語に分類される。スペイン語初学者への説明に
おいても、動詞の活用形は主語と照応し、その人称と数を主語と一致させ
るという点、及び名詞を形容詞で修飾する場合、形容詞は名詞に後置され
るのが基本であるという点を強調するにとどまり、語順に関するその他の
言及はあまり見られない。「gustar 型の動詞」のように、限られた動詞の
2主語が後置されることは指摘されるが、語順に関しての言及は少ないのが
一般的である。
一方で、日本語とスペイン語の対照研究分野においては、日本語とスペ
イン語の主題と主語の関係はよく研究対象となり
1 ）
、スペイン語の語順も、
統語機能の観点からだけではなく、情報機能に関連する問題として分析さ
れるテーマである。昨今の学習文法書の中には、「文の中の語順は固定し
ていませんが、基本的に「旧情報（話題・聞き手がわかっている内容）＋新
情報」という順番の原則と、「強調・対比語」を先頭に置くという原則に
よって決まります
2 ）
」というように、情報機能の観点から語順を説明するも
のもある。
つまり、スペイン語は統語機能の観点から比較的語順が自由とされる言
語ではあるが、情報機能がかなりの部分で語順に制約を与えていると考え
られ、野田（1983）においても情報構造が語順に関連するという指摘がな
されている。また、イントネーションも情報機能により影響をうける発話
上のパラメータであることが、Sosa（1999）や高澤（2008）で言及されて
いる。
以上のことをふまえ、本稿では、2007 年 4 月から 5 月に放送された
NHK ラジオスペイン語講座応用編のスペイン語母語話者による会話文よ
り抽出した発話を音声資料とし、スペイン語の語順とイントネーションの
関係を情報機能（旧情報と新情報）の観点から分析した。
1. 1　寺﨑（1998）の基本文型の種類と語順
寺﨑（1998）は、動詞は一定の動詞型をとり、その型により、当該動詞
が要求する補足要素の種類と数は定まっているとしている。つまり、動詞
型に応じてその動詞を中心とした基本的な叙述構造の型も決定されるとし、
述語動詞を含む完全文を構造的に基本 12 型に分類し（表 1 を参照）、それ
ぞれの文型の無標の語順を詳細に記述している。この無標の語順は、後置
主語構文とよばれる、主語後置が無標となる提示動詞文、感情動詞文、評
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価動詞文、後置主語属詞文を含んでいる。ただし、ここで対象となる文は、
完全文、受動形や再帰形を除く無標の動詞形式の文、単文、平叙文、肯定
文、文要素の省略がない文、という 6つの条件を満たすものである。
表 1　寺﨑（1998）によるスペイン語の基本 12 文型と語順
S：主語　V：述語動詞　A：属詞　Cd：直接補語　Ci：間接補語　Co：斜格補語
文型 例
1	 V Ahora	nieva	mucho.「今、たくさん雪が降っている。」
2	 V	Cd Hoy	hace	calor.「今日は暑い。」
3	 V	Co Basta	con	que	digas	la	verdad.「君は真実を言えば十分だ。」
4	 V	A Es	la	una	y	media.「1 時半である。」
5-1	 S	V	 Juan	siempre	cena	en	casa.「フアンはいつも家で夕食をとる。」
5-2	 V	S Ya	empieza	la	clase.「もう授業が始まる。」
6	 Ci	V	S Me	duele	la	cabeza.「私は頭が痛い。」
7-1	 S	V	Co	
Asisto	a	misa	los	domingos.
「私はいつも日曜日にはミサに与る。」
7-2	 V	S	Co Faltan	cinco	días	para	la	Navidad.「クリスマスまで 5日ある。」
8-1	 S	V	A		 Juana	es	abogada.「フアナは弁護士である。」
8-2	 V	A	S Es	mejor	comer	mucho.「たくさん食べた方がいい。」
9-1	 S	V	Cd	 Miguel	espera	a	Jesús.「ミゲルはヘススを待つ。」
9-2	 Cd	V	S Me	encanta	la	comida	tailandesa.「私はタイ料理が大好きだ。」
10-1	 S	V	Cd	Ci
José	da	un	ramo	de	flores	a	su	novia.
「ホセは恋人に花束をあげる。」
10-2	（Ci）	V	Cd	S Vale	la	pena	comprarlo.「それを買う価値がある。」
11	 S	V	Cd	Co
La	ayudo	a	llevar	la	maleta.
「私は彼女がスーツケースを運ぶのを手伝う。」
12	 S	V	Cd	A Me	haces	feliz.「君は私を幸せにしてくれる。」
1. 2　Zubizarreta（1999）の語順に関する記述
Zubizarreta（1999）は、主題と焦点に関して、基本文型には含まれない
前置詞句（P）を含む文において、主語である（S）が目的語（O）に先行
し、O が P に先行するのが無標の語順であると指摘している。しかし、
4疑問に対する答えの要点の部分が S や O に相当する場合、中立アクセン
トと強調アクセントに核アクセント
3 ）
を下位分類し、その 1つである中立ア
クセントが中立焦点である S や O に置かれるように、VOS、VOPS、
VPO という 3 種類の有標の語順を必要とすることがあるとしている。ま
た、強調アクセントは対照焦点と前置焦点に置かれるとしている。
1. 3　Sosa（1999）のイントネーションの表記法
Sosa（1999）は、スペイン語には限られた数のメロディー曲線が存在し、
全てのイントネーション型は、曲線とピッチアクセントの割り当て規則に
よって生成されるとし、文の音節と音調を関連づけることにより、発話の
イントネーションを定義している。Sosa の表記方法は、高音調 H と低音
調 L という 2 つの音調をまず定義している。ここで用いられる「高」と
「低」は、話者が一番低い基本周波数で発話した数値を基底線として判断
される。さらに、H と L がそれぞれアクセントの置かれる音節に割り当
てられる場合に、アステリスクを用いてピッチアクセント H* と L*、メロ
ディーグループ
4 ）
の境界に位置づけられる音節における音調のふるまいを記
述するためにH%と L%を用いている。これらの規則に従って平叙文発話
を記述すると、［L*+H］n	L*L% となる。つまり、平叙文発話はピッチアク
セント 1 つ以上から構成される頭部［L*+H］n と、発話の中で最も強調さ
れる単語である、メロディーグループの最後のアクセントを有する単語の
強勢音節が担うメロディーグループの核の部分 L*L% とによって構成され
る。メロディーグループの頭部のピッチアクセントと核のピッチアクセン
トの種類は表 2のように、計 19 種類となる。
5高 澤 美 由 紀
表 2　Sosa（1999）のメロディーグループの頭部と核のピッチアクセントの種類
頭部 核
単純音調 複合音調 下降調 上昇調 平坦調
H* H*+L H*L% H*H% H*+HL%
L* H+L* L*L% L*H%
L*+H H+L*L% H+L*H%
L+H* L+H*L% L+H*H%
H*+H H+H*L% L*+HH%
H+H*
2　手順
2. 1　音声資料
音声資料として、2007 年 4 月、5 月の放送（13 回分）の NHK ラジオス
ペイン語講座応用編のパンプローナ出身の男性 1名とガリシア出身の女性
1 名による会話を録音した。採取した音声から、完全文、受動形や再帰形
を除く無標の動詞形式の文、単文、平叙文、肯定文、文要素の省略がない
文
5 ）
という 6 つの条件を満たす発話のみ 50 発話を抽出し、さらに、1.1 で言
及した寺﨑（1998）の基本文型の分類と語順に従い、抽出した発話を分類
した。
2. 2　分析
2.1 で抽出した 50 発話について、音声分析ソフト Praat を用い、音声波
形、スペクトログラフ、F0 曲線を表示することにより、基本周波数、そ
れぞれの発話の持続時間、発話に含まれる音節数を測定した。基本周波数
に関しては、発話内の最大値と最小値、また発話全体の平均値を測定した。
2. 3　イントネーションの記述
F0 曲線と基本周波数値に基づき、1.3 で言及した Sosa（1999）の原則と
定義に従い、50 発話のイントネーションを記述した。
63　結果
3. 1　音声資料として用いた発話の文型と語順
表 3 は、音声資料として用いた 50 発話の文型と語順をまとめたもので
ある。スペイン語の主格代名詞は、定動詞形の活用語尾によって表示され
るため高い頻度で省略され、実体としては生起しないことが多い。この実
体として生起しない代名詞を（S）とした。また、イタリック体で示された	
（S）Cd	V と（S）Ci	Cd	V に含まれる Cd と Ci は、どちらも付属語である
無強勢与格と無強勢対格に相当し、必ず動詞に前置するため、これらは有
標の語順を示すものではない。つまり、生起回数にアステリスクがついた
ものが、表 1 に含まれない有標の語順を示すものであり、50 発話中 1 発
話のみであった。この有標の語順を持つ発話は、¿Cuántos	sepulcros	hay?
「棺はいくつあるの？」に対する答えとなる発話、Descansan	26	almas	de	
las	Casas	de	Austria	y	de	Borbón.「ハプスブルク家とブルボン家の 26 の
魂が眠っているわ。」であり、疑問に対する答えの要点の部分が S に相当
し、中立焦点に適用する中立アクセントを S に置くために VS という有標
の語順となっている。さらに 2発話が、疑問に対する答えの発話であるが、
無標の語順である（S）VCo と SVA のそれぞれ Co と A が答えの要点と
なっており、メロディーグループの核アクセントに適用される位置である。
また、無標の語順 49 発話の中で、付加語である前置詞句が基本文型に
後置された発話は、VCd、SV、（S）V、（S）VCo、SVA、（S）VA にそれ
ぞれ見られる。VCdでは、5発話中 4発話が前置詞句が後置され、そのう
ち新情報に Cd が相当する発話は 3 発話である。SV と（S）V に関しては、
３発話全てに前置詞句が後置され、前置詞句が全て新情報となっている。
（S）VCo では、5 発話中 1 発話のみ前置詞句が後置され、この前置詞句は、
文脈上、対比焦点となり、強調アクセントが置かれるものである。さらに、
SVA、（S）VA は 15 発話あるが、付加語である前置詞句が後置される発
話は 3発話含まれ、これらは新情報にAが相当する発話である。
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表 3　音声資料として用いた発話の文型と生起回数
S：主語　V：述語動詞　A：属詞　Cd：直接補語　Ci：間接補語　Co：斜格補語
文型 生起回数 文型 生起回数 文型 生起回数
V	Cd 5 S	V	Co	 1 （S）V	Cd 3
V	A 1 （S）V	Co 5 （S） Cd V 3
S	V 1 S	V	A	 4 V	Cd	S 1
（S）V 2 （S）V	A 11 （S）V	Cd	Co 1
V	S 2* V	A	S 1 （S） Ci Cd V 2
Ci	V	S 3 S	V	Cd 4
	 （*：2 発話のうち、1発話は有標の語順）　
3. 2　50 発話の音声分析ソフトによる測定結果
まずグラフ 1 は、50 発話のそれぞれに関して、持続時間の度数分布を
ヒストグラムで表したものである。今回音声資料として用いた単文発話は、
1101msec から 2900msec の持続時間を有するものが 34 発話あり、全体の
68％を占めていることがわかる。全体の 32％を占める発話の中で、
2901msec 以上の持続時間を有する 8 発話の中 7 発話は、2 つ以上のメロ
ディーグループからなる発話である。一方、2900msec 以下の持続時間を
示す 13 発話も 2 つ以上のメロディーグループからなる発話である。また、
１発話の持続時間の平均値は 1959msec であった。
次にグラフ 2 は、50 発話のそれぞれに含まれる音節数の度数分布をヒ
ストグラムで表したものである。Navarro	Tomás（1966）は、1 つのメロ
ディーグループを構成する音節数は 5 音節から 10 音節からなり、5 音節
よりも少ないもの、15 音節を超えるものは少ないと指摘している。この
定義に従って見ていくと、1発話が 16 音節以上からなる発話は、9発話確
認され（全体の 18％）、このうち 1発話以外は 2つ以上のメロディーグルー
プからなる発話である。
またグラフ 3 は、50 発話それぞれが含む 1 音節の平均持続時間の分布
を表したものである。1 音節の持続時間の平均値は 189msec であり、グ
8ラフを見ると、平均値を含む区間、及びその前後の区間に含まれる発話は
36 発話（全体の 72％）であった。
最後に、グラフ 4 とグラフ 5 は、50 発話それぞれの基本周波数（F0）
変動幅の分布を表しているが、話者 1（男性）と話者 2（女性）の基本周波
数には差があるため、グラフを 2つに分けて示す。まず、話者 1の基本周
波数の変動幅の平均値は、109Hz であり、平均値を含む区間、及びその前
後の区間に含まれる発話は 18 発話（全体の 78％）である。また、話者２
 
度数
度数
度数 度数
度数
（Hz） （Hz）
（msec）
（msec）
グラフ 1　発話の持続時間
（音節）
グラフ 2　発話に含まれる音節数
グラフ 3　音節の平均持続時間
グラフ 4　話者 1 の基本周波数変動幅 グラフ 5　話者 2 の基本周波数変動幅
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の基本周波数の変動幅の平均値は 216Hz であり、平均値を含む区間、及
びその前後の区間に含まれる発話は 20 発話（全体の 74％）確認された。
3. 3　無標の語順 VCd と SVA、（S）VA の F0 曲線
まず図 1 は、Hace	mucho	frío	en	el	subterráneo.「地下はとても寒い
わ。」という意味の基本文型VCdに付加語である場所の前置詞句が後置さ
れた話者 2 の発話の F0 曲線を示したものである。この発話において、基
本周波数の最低値は 152Hz である。まず、メロディーグループの頭部の
音調は、最初のアクセントの置かれるHaの音節が 178Hz で始まり、後続
する ce の音節で 323Hz となるので、L*+H で記述される。さらに次のア
クセントを担う単語の音節 mu は 319Hz を示し、次の cho の音節で
195Hz まで下降しているので、H*+L で記述される。その後、VCd の Cd
に相当する単語 frío のアクセントを担う音節 frí は 215Hz から 369Hz を
示す次の音節 o	まで上昇調を示すので、H*+H と記述され、その後下降調
となり、文末の核の音調に相当する rá の音節は 186Hz を示し、文末の音
節 o における 159Hz と続くので、L*L% と記述される。この発話の F0 変
動幅は 217Hz であり、話者 2 の発話全体の F0 変動幅の平均値が 216Hz
を示し、さらにグラフ 5 の話者 2 の F0 変動幅のヒストグラムを見ること
により、平均的な変動幅であることがわかる。
次に図 2は、Hay	una	catedral	en	medio	de	 la	Mezquita.「モスクの中
央にカテドラルがあるわ。」という意味の、基本文型VCdに付加語である
場所の前置詞句が後置された話者 2 の発話の F0 曲線を示したものである。
この発話において、基本周波数の最低値は 133Hz である。まず、メロ
ディーグループの頭部の音調は、最初のアクセントの置かれる Hay の音
節が 228Hz で始まり、後続するアクセントを担う u の音節の 411Hz まで
上昇調を示し、その後下降調を示すので、H*+H と H*+L とそれぞれのア
クセントを担う音節が記述される。そして、次の VCd の Cd に相当する
アクセントを担う単語 catedral の音節 ral は 201Hz から 291Hz へと上昇
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調を示し、その後 148Hz まで下降調を示す。ここで休止が置かれるので、
L+H*L% と核の音調をもち、ここまでが 1 つのメロディーグループとし
て記述される。その後に続く前置詞句に相当する en	medio	de	 la	
Mezquita では、me の音節が 186Hz の低い音調を示し、文末の核の音調
に相当する ral の音節は 177Hz から下降調を示し、文末の音節 ta の
142Hz へと続くので、L*L% と記述される。この発話の F0 変動幅は
278Hz であり、話者 2 の発話全体の F0 変動幅の平均値が 216Hz を示し、
さらにグラフ 5 の話者 2 の F0 変動幅のヒストグラムを見ることにより、
ある程度の変動幅があることがわかる。
さらに、図 3は、Eres	un	miedoso,	Pepe.「臆病ね、ペペ。」という意味
の、基本文型（S）VAに付加語である呼びかけ語が後置された話者 2の発
話のF0曲線を示したものである。この発話において、基本周波数の最低
値は 140Hz である。まず、メロディーグループの頭部の音調は、最初のア
クセントの置かれるEの音節が 191Hz で始まり、後続するアクセントを
担う sun の音節の 291Hz まで上昇調を示し、その後下降調を示すので、
L*+H と H* とそれぞれのアクセントを担う音節が記述される。そして、
（S）VAのAに相当する単語miedoso の mie という音節まで下降調を示し、
次のアクセントを担う音節 doで 173Hz から 314Hz へと上昇調を示し、そ
の後 so の音節で 163Hz まで下降調を示す。ここで休止が置かれるので、
L+H*L%と核の音調をもち、ここまでが 1つのメロディーグループとして
記述される。その後に呼びかけ語に相当する Pepe の 1 番目のアクセント
を担うPeの音節は、193Hz から 300Hz へと上昇調を示し、2番目の peの
音節は 141Hz まで下降調を示すので、L+H*L% と核の音調で記述される。
この発話のF0変動幅は 174Hz であり、話者 2の発話全体のF0変動幅の
平均値が 216Hz を示し、さらにグラフ 5の話者 2の F0変動幅のヒストグ
ラムを見ることにより、あまり変動幅が大きい発話ではないことがわかる。
一方、図 4は、Eres	demasiado	joven	para	morir,	Pepe.「死ぬにはまだ
早いわよ、ペペ。」という意味の話者 2 による基本文型（S）VA に、図 3
11
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で示した発話とは異なり、付加語である前置詞句が後置され、さらに付加
語である呼びかけ語で終わる発話である。まず、この発話の基本周波数の
最低値は 129Hz であり、最初のアクセントを担う音節 E は 191Hz を示し、
そのまま後続の音節 res まで上昇調を示すので、L*+H で示され、次のア
クセントを担う音節 sia も 242Hz を示すので、高い音調 H* で示される。
さらに、（S）VA の A に相当する joven という単語のアクセントを担う音
節 jo は、215Hz から後続する音節 ven の 283Hz まで上昇調を示すので、
H*+H で記述され、その後の前置詞句であり、核の音調が置かれる para	
morir のアクセントを担う音節 mo は 162Hz を示し、後続するアクセント
を担う rir の音節まで上昇調となり、rir の音節は 244Hz を示し、続いて
146Hz まで下降調を示すので、L+H*L% で記述され、ここまでが 1 つの
メロディーグループをなす。その後に呼びかけ語に相当する Pepe の 1 番
目のアクセントを担う Pe の音節は、171Hz から 239Hz へと上昇調を示し、
２番目の pe の音節は 130Hz まで下降調を示すので、L+H*L% と核の音調
で記述される。この発話の F0 変動幅は 156Hz であり、話者 2 の発話全体
の F0 変動幅の平均値が 216Hz を示し、さらにグラフ 5 の話者 2 の F0 変
動幅のヒストグラムを見ることにより、あまり変動幅が大きい発話ではな
いことがわかる。
図 1、図 2、そして図 4 では、基本の文型に付加語である前置詞句が後
続する場合の例であるが、その他の付加語である前置詞句をとる発話も同
様に、VCd の Cd や（S）VA の A に相当する単語に含まれる音節は
H*+H の音調で発話されたり、Cd や A に相当する単語に含まれるアクセ
ントを担う音節が核の音調をとり、その後の前置詞句がもう 1 つのメロ
ディーグループをなしている。
最後に、1 発話の音節数の平均値は 10.84 音節となり、Navarro	Tomás
（1966）の定義するメロディーグループを形成する音節数とほぼ一致して
おり、15 音節を超える発話は 9 発話、つまり、全体の 18％に過ぎないが、
２つ以上のメロディーグループからなる発話は 20 発話となり、全体の
12
40％を占めている。また、1 発話の持続時間の平均値は 1959msec であり、
それよりも持続時間が短いにもかかわらず 2つ以上のメロディーグループ
からなる発話は 6発話ある。
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図 1 Hace mucho frío en el subterráneo.の F0 曲線 
 
 
図 2 Hay una catedral en medio de la Mezquita. の F0 曲線 
 
 
 
 
図 1　Hace mucho frío en el subterráneo. の F0 曲線
図 2　Hay una catedral en medio de la Mezquita. の F0 曲線
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4　考察と結論
3 で見てきた結果に基づき、発話の語順とイントネーションの関係につ
いてどのような傾向が見られるか検討していく。
まず、第 1番目に、今回用いた音声資料は 1発話を除いて、全てが無標
10 
 
 
図 3 Eres un miedoso, Pepe. の F0 曲線 
 
図 4 Eres demasiado joven para morir, Pepe.の F0 曲線 
 
  
図 3　Eres un miedoso, Pepe. の F0 曲線
図 4　Eres demasiado joven para morir, Pepe. の F0 曲線
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の語順をもつ発話であった。また、15 音節を超える発話は全体の 18％に
過ぎないが、2つ以上のメロディーグループからなる発話は全体の 40％を
占め、1 発話の持続時間の平均値は 1959msec であり、それよりも持続時
間が短いにもかかわらず 2 つ以上のメロディーグループからなる発話は 6
発話あることから、本来 1つのメロディーグループで実現されうる発話が、
2 つ以上のメロディーグループからなる発話として実現されることがある
と推測される。これら全体の発話の 40％を占める 20 発話のうち、付加語
である、呼びかけや接続語を含むために 2つ以上のメロディーグループか
らなる発話 5 発話を除く 15 発話中 9 発話が、対比の強調アクセントや新
情報となる単語が発話末以外に置かれ、当該の単語のアクセントを担う音
節が核の音調で実現されている。つまり、メロディーグループを増やすこ
とによって、発話末以外のアクセントを担う単語を強調することができる
という Sosa（1999）や高澤（2008）の言及に一致する。これは、3.	3 にお
いて、無標の語順を有する（S）VA ＋呼びかけ語の例である図 3 と（S）
VA ＋前置詞句＋呼びかけ語の図 4 において例証される。文脈から判断す
ると、どちらもAが新情報となり、発話の焦点となるはずである。しかし、
１つのメロディーグループで発話される、基本文型以外で共通部分となる
呼びかけ語を除いた場合、図 3 では新情報となる A に後続する要素はな
く、A に相当する単語 miedoso が核の音調で実現されるが、図 4 の場合
は新情報となる A に後続する要素、前置詞句を有するために、A に相当
する単語 joven が核の音調で実現されるために、そこまでを 1 つのメロ
ディーグループとし、後続する前置詞句のために、メロディーグループを
増やしている。
第 2番目に、図 1と図 2を比較した場合、どちらも無標の語順を有する
VCd ＋前置詞句の発話であり、どちらも Cd に相当する、それぞれ frío
と catedral という単語が文脈上新情報となり、発話の焦点となるはずで
ある。しかし、どちらも１つのメロディーグループで発話した場合、Cd
に後続する前置詞句が核の音調で実現されることになる。図 2 の場合は、
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catedral の後に休止をいれることで、ここまでを１つのメロディーグルー
プとし、catedral のアクセントを担う ral という音節が核の音調を実現し
ている。一方、図 1の場合は、メロディーグループは 1つで実現されてい
るが、新情報に相当する frío という単語は、H*+H という複合音調で実現
されている。この複合音調は、Sosa（1999）における、メロディーグルー
プを増やさずにメロディーグループの頭部の単語を際立たせるために
H*+H の音調を用いるという言及、及び、メロディーグループの核以外に
位置する単語を強調する場合には、L*L% という核の音調に H*+H の音調
が先行するという高澤（2008）の推論に一致する。この H*+H の音調は、
発話の最初にくる時や場所の副詞に相当する単語が強調される場合にも用
いられる音調である。
以上のことより、無標／有標の語順にかかわらず、新情報を発話末に置
く場合には必要とされないメロディーグループの増加や高音調の生起が、
Zubizarreta（1999）が指摘する無標の語順 OP であっても、O が新情報で
ある場合には必要となることが観察された。しかし、今回使用した音声資
料において、発話末に新情報となる要素が置かれない発話が 50 発話中６
発話のみであったので、さらに同様の発話を多数観察する必要がある。ま
た会話文から抽出された音声資料であったため、主語が発音されない文が
多く含まれ、これが有標の例が 1発話しか含まれなかった原因の 1つと考
えられる。今後は、ニュース資料など、主語が実体として発話される音声
資料を用いて、語順とイントネーションの関係をさらに観察していきたい
と考える。
注
	1）	 寺﨑英樹（2013）では、これまでの日本語とスペイン語の主題に関する諸説
が概観されている。
	2）	 上田博人（2011,	p.357）
	3）	 Juan	Manuel	Sosa	（1999,	p.58）は、発話の中で最も強調される単語である、
メロディーグループの最後のアクセントを有する単語の強勢音節が担うメロ
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ディーグループの核アクセントは、フランス語やポルトガル語と同様、スペ
イン語では移動が不可能であるとしている。	
	4）	 Tomás	Navarro	Tomás	（1966,	p.46）によれば、メロディーグループはたい
てい5音節から10音節からなり、5音節よりも少ないものや15音節を超えるも
のは少なく、平均7音節から8音節である。それゆえ、単文発話は、1つのメ
ロディーグループから構成されることが多くなる。
	5）	 Tengo	hambre.「私はお腹がすいている。」のように、定動詞形の人称語尾が
その標識となる場合はゼロ代名詞主語として、文要素の省略がないものとした。
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